
授業科目名 合同早期体験実習

対象学年 医歯薬学部１年生 単位 　-

科目責任者
はすぬま　なおこ 所属 医学教育センター

蓮沼　直子

授業方法 実習

概 要
病院の受付・案内，ボランティア・介護体験実習，保険薬局見学実習等を予定してい
る。

評価項目 身だしなみ、態度、下記グループおよび個人でのプロダクト。

出席の取り扱い

到達目標

講義日程
説明会　別途通知
実習　　8月～9月の連続した2日間

実習のため欠席は認めない。やむを得ないものについては個別に相談すること。

様々な医療施設において，医学部・歯学部・薬学部の学生が見学や体験実習などの行
動を共にすることによって，福祉や医療・医学の現場を知り，専門の異なる医療関係
者の相互協力の重要性を理解するとともに，その一端を担う医療人となるべき心構え
と必要な条件を自覚する。

１）患者や障害者を取り巻く様々な医療関係者の役割を述べることができる。
２）チーム医療の仕組みとその重要性を述べることができる。
３）実習内容について，各専門分野の立場に立って討論することができる。
４）医療や福祉の現場における問題点を述べることができる。
５）医師・看護師その他のコメディカルの方々と仕事を共にすることができる。
６）患者や障害者と行動を共にすることができる。
７）患者や障害者の不安や苦痛を述べることができる。
８）先端の医薬学研究と実践医療との関連を述べることができる。

R4.改訂版医学教育モデルコアカリキュラムとの関連

評価法

履修上の注意
アドバイス

事前の説明会に参加すること。

推奨参考書

グループとしてはグループごとに作成した実習計画表及び振り返りシート、実習先か
らの評価を用いる。また、個別にはレポートにて評価する。

予習・復習への
アドバイス

事前に訪問する実習施設の概要や特色を把握しておきましょう。どのような利用者がい
るのか、どんなサービスや活動を行っているのかを事前に理解しておくと、見学や体験
がより有意義になります。
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